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サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が
も
た
ら
し
た
も
の
飯
盛
信
男
一
九
六
〇
年
代
末
に
登
場
し
た
い
わ
ゆ
る
脱
工
業
社
会
論
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
は
工
業
化
段
階
に
生
じ
た
諸
矛
盾
を
緩
和
さ
せ
る
も
の
と
し
て
楽
観
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
は
雇
用
吸
収
で
失
業
を
防
ぎ
、
中
小
企
業
の
役
割
を
高
め
大
企
業
支
配
を
弱
め
る
、
景
気
下
支
え
の
役
割
を
は
た
し
、
地
域
間
不
均
衡
を
是
正
す
る
、
と
説
か
れ
て
い
た
。
だ
が
現
実
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
展
開
は
、
低
賃
金
・
不
安
定
雇
用
の
増
加
、
異
業
種
大
資
本
の
参
入
と
し
て
す
す
み
、
景
気
変
動
に
連
動
す
る
も
の
へ
変
化
し
、
中
央
集
中
を
促
進
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が
も
た
ら
し
た
諸
結
果
を
、
雇
用
問
題
、
寡
占
体
制
、
景
気
変
動
、
地
域
構
造
の
面
か
ら
検
討
し
、
こ
れ
ら
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
も
く
じ
第
一
節
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
雇
用
吸
収
力
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
雇
用
吸
収
力
の
限
界
（
2
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
低
賃
金
と
不
安
定
雇
用
（
3
）
低
生
産
性
の
結
果
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
雇
用
増
加
115
（
4
）
雇
用
吸
収
力
と
労
働
生
産
性
か
ら
み
た
個
別
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
分
析
第
二
節
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
中
小
企
業
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
規
模
別
構
造
（
2
）
異
業
種
大
資
本
の
参
入
（
3
）
サ
ー
ビ
ス
業
の
小
零
細
企
業
第
三
節
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
景
気
下
支
え
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
に
よ
る
景
気
安
定
化
の
主
張
（
2
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
景
気
下
支
え
は
終
っ
て
い
る
第
四
節
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
と
地
域
構
造
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
立
地
特
性
（
2
）
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
中
央
集
中
（
3
）
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
地
域
間
格
差
の
是
正
第
一
節
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
雇
用
吸
収
力
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
雇
用
吸
収
力
の
限
界
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
工
業
と
比
し
て
技
術
進
歩
が
緩
や
か
で
あ
る
の
で
雇
用
吸
収
力
が
大
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。
Ｊ
・
フ
ー
ラ
ス
テ
ィ
エ
『
技
術
進
歩
と
経
済
発
展
』（
酒
井
一
夫
訳
、
日
本
評
論
社
・
一
九
六
八
年
）
は
三
次
産
業
の
比
重
上
昇
が
失
業
問
題
を
解
決
す
る
と
み
て
い
た
。
だ
が
昨
年
稿
で
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
わ
が
国
で
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
大
き
な
雇
用
増
が
み
ら
れ
た
の
は
一
九
八
佐賀大学経済論集 第45巻第4号
116
〇
年
代
ま
で
で
あ
っ
た
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
産
業
空
洞
化
が
進
ん
だ
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
雇
用
吸
収
は
、派
遣
・
請
負
と
医
療
・
老
人
介
護
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
は
産
業
活
動
に
お
け
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
産
業
活
動
高
度
化
に
資
す
る
専
門
サ
ー
ビ
ス
が
伸
び
た
が
、
九
〇
年
代
以
降
は
コ
ス
ト
削
減
を
担
う
派
遣
・
代
行
関
連
が
多
く
な
っ
た
。
「
産
業
連
関
表
・
雇
用
表
」
の
職
業
×
産
業
マ
ト
リ
ク
ス
に
よ
れ
ば
〈
表
1
〉、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
い
て
い
る
人
の
割
合
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
三
〇
年
間
に
、
情
報
技
術
者
で
二
二
％
か
ら
七
二
％
へ
、
清
掃
員
で
一
七
％
か
ら
五
四
％
へ
急
増
し
、
建
築
技
術
者
で
三
％
か
ら
三
八
％
へ
、
土
木
技
術
者
で
一
二
％
か
ら
三
二
％
へ
、
製
図
工
で
一
八
％
か
ら
三
七
％
へ
、
保
安
職
で
六
％
か
ら
三
一
％
へ
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
専
門
職
・
サ
ー
ビ
ス
職
の
従
事
者
が
主
要
産
業
か
ら
外
部
化
さ
れ
て
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
ビ
ル
メ
ン
業
、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
業
、
機
械
設
計
業
、
警
備
業
と
い
う
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
企
業
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
保
安
職
の
う
ち
警
備
員
（
二
〇
〇
五
年
四
二
万
人
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
八
割
を
こ
え
る
三
四
万
人
が
警
備
業
な
ど
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
主
要
産
業
に
お
け
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
が
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
成
長
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
す
す
ん
だ
の
は
派
遣
・
代
行
関
連
の
急
増
で
あ
っ
た
。「
産
業
連
関
表
・
雇
用
表
」
の
産
業
×
職
業
マ
ト
リ
ク
ス
で
み
る
と
、
人
材
派
遣
業
を
含
む
「
そ
の
他
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
」
従
業
者
の
う
ち
生
産
工
程
・
労
務
作
業
者
は
一
九
九
〈表1〉専門職、サービス職従業者の産業別構成（千人）
「産業連関表・雇用表」職業×産業マトリクスによる
全産業 対事業所サービス
建築技術者 1975年 99 3 3％
2005年 177 67 38％
土木技術者 75 140 17 12％
05 295 95 32％
情報技術者 75 66 14 22％
05 787 564 72％
保 安 職 75 689 40 6％
05 1101 340 31％
清 掃 員 75 231 38 17％
05 1035 559 54％
製 図 工 75 268 48 18％
05 357 133 37％
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〇
年
六
二
万
人
か
ら
二
〇
〇
五
年
一
六
三
万
人
へ
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
製
造
・
制
作
作
業
者
も
二
〇
万
人
か
ら
七
八
万
人
へ
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
外
部
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
で
は
な
く
、
人
件
費
削
減
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
た
製
造
業
で
の
人
材
派
遣
業
等
の
利
用
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
生
活
関
連
、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
生
活
水
準
向
上
に
よ
り
伸
び
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
家
計
消
費
停
滞
の
結
果
と
し
て
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
勤
労
者
世
帯
年
間
消
費
支
出
額
は
一
九
九
七
年
四
二
九
・
二
万
円
が
ピ
ー
ク
で
、
二
〇
一
〇
年
は
三
八
二
・
〇
万
円
へ
一
割
以
上
減
少
し
た
。
支
出
額
が
増
加
し
た
品
目
は
移
動
電
話
通
信
料
（
二
〇
〇
〇
年
二
・
九
万
円
↓
一
〇
年
九
・
七
万
円
）、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
受
信
料
（
二
〇
〇
〇
年
五
・
八
千
円
↓
一
〇
年
九
・
八
千
円
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
（
二
〇
〇
二
年
七
・
八
千
円
↓
一
〇
年
二
三
・
九
千
円
）
に
限
定
さ
れ
る
。
な
お
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
一
九
九
七
年
六
・
九
万
円
か
ら
二
〇
一
〇
年
七
・
四
万
円
へ
増
加
し
た
が
、
こ
の
間
の
医
療
費
自
己
負
担
増
に
よ
り
実
質
で
は
マ
イ
ナ
ス
へ
と
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
と
生
活
関
連
・
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
雇
用
吸
収
力
に
は
限
界
が
み
ら
れ
る
な
か
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
も
医
療
と
老
人
福
祉
を
中
心
に
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
国
公
営
と
非
営
利
団
体
が
中
心
で
あ
る
が
、
小
泉
内
閣
の
「
骨
太
方
針
」
以
来
説
か
れ
て
き
た
こ
れ
ら
分
野
で
の
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間
産
業
化
は
、
基
本
的
人
権
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
と
も
に
困
難
で
あ
ろ
う
。
（
2
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
低
賃
金
と
不
安
定
雇
用
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
雇
用
吸
収
の
限
界
と
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
低
賃
金
と
不
安
定
雇
用
の
ウ
ェ
イ
ト
の
高
さ
を
あ
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
生
活
関
連
・
余
暇
関
連
の
ほ
と
ん
ど
は
低
賃
金
分
野
、
企
業
関
連
は
単
純
労
働
型
（
ビ
ル
メ
ン
、
警
備
な
ど
）
の
低
賃
金
分
野
と
専
門
性
が
強
い
高
賃
金
分
野
に
両
極
化
し
て
い
る
。
産
業
別
の
一
人
あ
た
り
人
件
費
を
示
す
資
料
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
「
産
業
連
関
表
・
雇
用
表
」
を
み
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
産
業
別
の
一
人
あ
た
り
人
件
費
す
な
わ
ち
雇
用
者
所
佐賀大学経済論集 第45巻第4号
118
得
（
給
与
プ
ラ
ス
雇
用
主
負
担
社
会
保
険
）〈
表
2
〉
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
の
一
人
あ
た
り
年
間
人
件
費
は
全
産
業
計
で
四
六
八
万
円
で
あ
る
が
、
生
活
関
連
と
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
三
〇
〇
万
円
台
以
下
の
低
賃
金
で
あ
り
、
文
化
関
連
の
興
行
場
興
行
団
の
み
が
五
〇
〇
万
円
台
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
で
は
放
送
、
新
聞
は
九
〇
〇
万
円
台
と
か
な
り
の
高
賃
金
で
、
広
告
、
映
画
制
作
、
機
械
修
理
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
、
法
務
財
務
会
計
も
六
〇
〇
万
円
台
・
五
〇
〇
万
円
台
と
平
均
よ
り
は
高
い
賃
金
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
建
物
サ
ー
ビ
ス
（
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）、
労
働
者
派
遣
は
二
〇
〇
万
円
台
の
低
賃
金
で
、そ
の
他
事
業
サ
ー
ビ
ス（
警
〈表2〉サービス業の1人あたり雇用者所得（年間、万円）
2005年「産業連関表・雇用表」による
生活関連サービス 余暇関連サービス 企業関連サービス 公共サービス
～
900万円～
700万円
～
600万円～
500万円～
全産業 468万円～
400万円～
300万円
～
放送
新聞
970
933
学術研究機関
教育
776
735
広告
映画制作
機械修理
情報サービス
669
654
636
625
廃棄物処理 630
興行場興行団549 土木建築サービス 553
その他公共サービス
医療保健
551
508
法務財務会計
自動車修理
貸自動車
物品賃貸
その他事業サービス
493
453
453
450
405 社会保障 403
冠婚葬祭 311
競輪競馬
遊戯場
356
313 介護 301
洗濯理美容浴場
写真業
272
259
宿泊
スポー ツ施設・
公園遊園地
個人教授所
映画館
その他娯楽
289
267
219
215
177
建物サービス
労働者派遣
255
248
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備
な
ど
）
も
低
賃
金
で
あ
る
。
こ
れ
ら
低
賃
金
三
業
種
の
従
業
者
四
二
〇
万
人
は
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
の
六
割
を
こ
え
て
い
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
は
研
究
機
関
と
教
育
が
七
〇
〇
万
円
台
、
産
業
廃
棄
物
処
理
六
〇
〇
万
円
台
と
相
対
的
に
高
く
、
医
療
保
健
、
そ
の
他
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
各
種
団
体
、
宗
教
な
ど
）
も
五
〇
〇
万
円
台
と
ま
ず
ま
ず
で
あ
る
が
、
社
会
保
障
は
四
〇
〇
万
円
、
介
護
は
三
〇
〇
万
円
で
あ
り
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
低
賃
金
雇
用
が
多
い
の
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非
正
規
雇
用
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
こ
と
に
も
よ
る
。
二
〇
〇
七
年
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
非
正
規
雇
用
の
ウ
ェ
イ
ト
は
三
六
％
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
五
割
を
こ
え
る
業
種
が
か
な
り
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
学
習
塾
・
教
養
技
能
教
授
所
で
は
非
正
規
雇
用
が
七
割
を
こ
え
、
建
物
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
他
福
祉
（
訪
問
介
護
セ
ン
タ
ー
等
）
は
六
割
を
こ
え
る
。
ま
た
、
娯
楽
業
、
そ
の
他
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
（
冠
婚
葬
祭
他
）、
他
に
分
類
さ
れ
な
い
事
業
サ
ー
ビ
ス
（
設
備
洗
浄
他
）
は
五
割
、
警
備
、
洗
濯
理
美
容
浴
場
、
人
材
派
遣
業
も
四
割
を
こ
え
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
拡
大
し
た
新
興
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
ま
ず
労
働
問
題
の
分
野
で
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
低
賃
金
と
不
安
定
雇
用
は
、
鷲
谷
徹
編
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
労
働
問
題
』（
一
九
八
一
年
・
労
働
科
学
研
究
所
）
で
最
初
に
解
明
さ
れ
た
。
非
正
規
雇
用
と
低
賃
金
の
比
率
が
高
い
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
上
昇
は
結
局
の
と
こ
ろ
全
体
と
し
て
の
賃
金
水
準
を
引
き
下
げ
る
役
割
を
は
た
し
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
米
国
に
つ
い
て
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
単
純
労
働
型
の
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
と
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
低
賃
金
で
あ
る
こ
と
は
日
本
と
同
様
で
あ
る
。
米
国
で
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
中
心
と
し
た
非
正
規
・
不
安
定
雇
用
の
急
増
は
、
仲
野
組
子
『
ア
メ
リ
カ
の
非
正
規
雇
用
』（
桜
井
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
）
で
詳
細
に
分
析
さ
れ
た
。
な
お
産
業
用
設
備
洗
浄
、
各
種
請
負
業
な
ど
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
新
興
業
種
に
お
い
て
み
ら
れ
る
個
人
請
負
の
増
加
も
不
安
定
雇
用
の
新
た
な
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
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低
生
産
性
の
結
果
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
雇
用
増
加
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
成
長
を
支
え
た
の
は
、
産
業
活
動
に
お
け
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
と
家
計
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
消
費
の
増
加
で
あ
る
。
産
業
活
動
と
家
計
か
ら
の
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
額
（
売
上
）
は
増
加
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
就
業
者
数
‖
産
出
額
÷
労
働
生
産
性
で
あ
る
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
雇
用
は
そ
の
生
産
性
（
一
人
あ
た
り
産
出
額
）
の
低
さ
の
結
果
と
し
て
、
他
の
産
業
よ
り
も
大
き
く
伸
び
る
こ
と
と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
（
国
公
営
、
非
営
利
除
く
）
の
就
業
者
数
は
一
九
七
〇
―
二
〇
〇
八
年
に
三
・
〇
三
倍
と
大
き
く
伸
び
た
が
、
全
産
業
は
一
・
一
九
倍
、
製
造
業
は
〇
・
八
三
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
サ
ー
ビ
ス
業
三
・
八
八
倍
、
製
造
業
三
・
二
六
倍
、
全
産
業
二
・
八
八
倍
と
大
き
な
差
は
な
い
が
、
労
働
生
産
性
の
伸
び
が
サ
ー
ビ
ス
業
一
・
二
九
倍
に
対
し
製
造
業
は
三
・
九
六
倍
、
全
産
業
二
・
四
二
倍
と
大
き
な
ち
が
い
が
あ
る
（「
国
民
経
済
計
算
年
報
」）。
サ
ー
ビ
ス
業
雇
用
の
急
増
は
労
働
生
産
性
上
昇
の
た
ち
お
く
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
の
雇
用
拡
大
は
低
生
産
性
・
低
賃
金
の
結
果
で
あ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
り
、
通
産
省『
二
一
世
紀
の
産
業
構
造
』（
一
九
九
四
年
）、
経
済
産
業
省
『
新
経
済
成
長
戦
略
』（
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
の
将
来
予
測
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
低
生
産
性
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
大
量
の
雇
用
吸
収
を
図
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
安
倍
内
閣
以
降
の
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。『
新
経
済
成
長
戦
略
』（
二
〇
〇
六
年
）
の
終
章
に
収
め
ら
れ
た
「
日
本
経
済
の
展
望
」
に
よ
れ
ば
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
〇
四
―
一
五
年
に
全
産
業
一
・
二
三
倍
、
製
造
業
一
・
二
五
倍
、
サ
ー
ビ
ス
業
一
・
一
〇
倍
の
予
測
に
対
し
、
就
業
者
数
は
全
産
業
〇
・
九
九
倍
、
製
造
業
〇
・
九
一
倍
、
サ
ー
ビ
ス
業
一
・
〇
七
倍
と
な
っ
て
お
り
、
労
働
生
産
性
は
全
産
業
一
・
二
四
倍
、
製
造
業
一
・
三
七
倍
に
対
し
サ
ー
ビ
ス
業
一
・
〇
三
倍
と
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
予
測
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
低
生
産
性
の
ま
ま
で
雇
用
吸
収
を
担
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
通
産
省
『
二
一
世
紀
の
産
業
構
造
』（
一
九
九
四
年
）
で
の
予
測
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
こ
と
を
私
は
『
規
制
緩
和
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
一
九
九
八
年
・
新
日
本
出
版
社
）
一
章
・
二
章
で
述
べ
た
。
以
上
み
た
よ
う
に
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
雇
用
吸
収
力
は
長
期
不
況
の
な
か
で
頭
打
ち
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
雇
用
は
不
安
サービス経済化がもたらしたもの
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定
・
低
賃
金
の
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
政
府
の
政
策
に
も
低
生
産
性
・
低
賃
金
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
大
量
の
雇
用
吸
収
を
図
る
と
い
う
意
図
が
う
か
が
え
る
。
雇
用
安
定
化
の
た
め
に
は
政
府
じ
し
ん
の
責
任
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
不
可
欠
で
あ
る
。
（
4
）
雇
用
吸
収
力
と
労
働
生
産
性
か
ら
み
た
個
別
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
分
析
二
〇
〇
五
年
「
産
業
連
関
表
」
か
ら
算
出
す
れ
ば
、
全
産
業
の
労
働
生
産
性
‖
付
加
価
値
額
四
〇
九
・
三
兆
円
÷
従
業
者
数
六
六
七
〇
万
人
‖
六
一
四
万
円
、
で
あ
る
。
労
働
生
産
性
が
こ
れ
を
二
割
以
上
上
回
る
業
種
を
高
生
産
性
部
門
、
二
割
以
上
下
回
る
業
種
を
低
生
産
性
部
門
、
こ
の
中
間
に
あ
る
業
種
を
中
生
産
性
部
門
に
分
類
す
る
。
ま
た
、
従
業
者
数
が
一
九
九
〇
―
二
〇
〇
五
年
に
二
〇
万
人
以
上
増
加
し
た
業
種
を
雇
用
増
加
型
、
増
加
数
二
〇
万
人
未
満
の
業
種
を
雇
用
維
持
型
、
従
業
者
減
少
業
種
を
雇
用
減
少
型
に
分
類
す
る
。
こ
の
分
類
に
よ
っ
て
「
産
業
連
関
表
・
雇
用
表
」
に
も
と
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
業
個
別
業
種
の
分
析
を
試
み
る
〈
表
3
〉。
雇
用
増
加
型
業
種
は
、
個
人
教
授
所
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
建
物
サ
ー
ビ
ス
、
労
働
者
派
遣
、
そ
の
他
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福
祉
・
介
護
、
医
療
の
七
業
種
（
二
〇
〇
五
年
従
業
者
、
一
一
七
三
万
人
）
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
高
生
産
性
で
あ
る
の
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
一
〇
八
万
人
）
の
み
で
あ
り
、
医
療
（
三
四
三
万
人
）
は
中
生
産
性
部
門
、
残
り
の
五
業
種
（
七
二
二
万
人
）
は
低
生
産
性
部
門
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拡
大
は
低
生
産
性
部
門
を
中
心
に
進
展
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高
生
産
性
の
部
門
は
雇
用
維
持
型
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
、
劇
場
興
行
団
、
映
画
制
作
、
広
告
、
放
送
、
新
聞
、
出
版
と
い
う
文
化
産
業
、
貸
自
動
車
、
物
品
賃
貸
業
、
さ
ら
に
教
育
が
あ
り
、
雇
用
減
少
型
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
も
、
遊
戯
場
、
競
輪
・
競
馬
等
、
研
究
機
関
が
あ
る
。
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表
3
〉
雇
用
の
増
減
、
労
働
生
産
性
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
区
分
。（
）
は
二
〇
〇
五
年
の
従
業
者
数
（
万
人
）。
二
〇
〇
五
年
「
産
業
連
関
表
」
に
よ
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
計（
2066
）
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス（
151
）
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス（
256
）
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス（
757
）
公
共
サ
ー
ビ
ス（
902
）
雇用増加型
（1173）
高
生
産
性（
108
）
情
報
サ
ー
ビ
ス（
108
）
中
生
産
性（
343
）
医
療（
343
）
低
生
産
性（
722
）
個
人
教
授
所（
88
）
建
物
サ
ー
ビ
ス（
82
）、
労
働
者
派
遣（
128
）、
そ
の
他
の
事
業
所
サ
ー
ビ
ス（
207
）
社
会
福
祉
・
介
護（
217
）
雇用維持型
（661）
高
生
産
性（
315
）
貸
自
動
車
業（
5
）、
劇
場
・
興
行
団（
5
）、
映
画
制
作
・
配
給（
8
）
広
告（
22
）、
放
送（
7
）、
物
品
賃
貸
業（
27
）、
新
聞（
8
）、
出
版（
11
）
教
育（
222
）
中
生
産
性（
114
）
冠
婚
葬
祭
業（
17
）
旅
行（
10
）
法
務
・
財
務
・
会
計（
33
）
社
会
保
険（
12
）、
廃
棄
物
処
理（
32
）、
保
健（
10
）
低
生
産
性（
232
）
洗
濯
・
理
容
・
美
容
・
浴
場（
122
）、
各
種
修
理
業（
5
）
旅
館
・
宿
泊
業（
66
）、
映
画
館（
2
）、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
公
園
遊
園
地（
29
）、
そ
の
他
の
娯
楽（
8
）
雇用減少型
（232）
高
生
産
性（
47
）
遊
戯
場（
30
）、
競
輪
・
競
馬
等（
5
）
学
術
研
究
機
関（
12
）
中
生
産
性（
119
）
機
械
修
理（
21
）、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス（
44
）
宗
教
・
各
種
団
体（
54
）
低
生
産
性（
66
）
写
真（
7
）
自
動
車
修
理（
59
）
雇用計
（2066）
高
生
産
性（
470
）
高
生
産
性（
53
）
高
生
産
性（
183
）
高
生
産
性（
234
）
中
生
産
性（
576
）
中
生
産
性（
17
）
中
生
産
性（
10
）
中
生
産
性（
98
）
中
生
産
性（
451
）
低
生
産
性（
1020
）
低
生
産
性（
134
）
低
生
産
性（
193
）
低
生
産
性（
476
）
低
生
産
性（
217
）
一
九
九
〇
―
二
〇
〇
五
年
に
従
業
者
が
二
〇
万
人
以
上
増
加
し
た
業
種
を
雇
用
増
加
型
、
二
〇
万
人
未
満
増
加
し
た
業
種
を
雇
用
維
持
型
、
減
少
し
た
業
種
を
雇
用
減
少
型
と
し
た
。
ま
た
二
〇
〇
五
年
の
労
働
生
産
性
（
全
産
業
）
六
一
四
万
円
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
を
二
割
以
上
上
回
る
業
種
す
な
わ
ち
七
三
七
万
円
以
上
の
業
種
を
高
生
産
性
、
二
割
以
上
下
回
る
業
種
四
九
一
万
円
以
下
の
業
種
を
低
生
産
性
と
し
た
。
四
九
一
万
円
か
ら
七
三
七
万
円
ま
で
の
業
種
は
中
生
産
性
と
な
る
。
本
表
作
成
に
至
る
集
計
作
業
で
は
経
済
学
研
究
科
院
生
牟
鋭
氏
の
協
力
を
得
た
。
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第
二
節
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
中
小
企
業
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
規
模
別
構
造
Ｖ
・
Ｒ
・
フ
ュ
ツ
ク
ス
『
サ
ー
ビ
ス
の
経
済
学
』（
一
九
六
八
年
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
小
規
模
経
営
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
に
伴
い
大
企
業
支
配
の
神
話
は
終
わ
る
、
と
予
測
し
た
。
大
内
秀
明
『
ソ
フ
ト
ノ
ミ
ッ
ク
ス
』（
一
九
九
〇
年
・
日
本
評
論
社
）
も
同
様
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
に
分
散
し
て
立
地
す
る
小
零
細
企
業
固
有
の
分
野
で
あ
り
、
少
資
本
少
人
数
で
開
業
可
能
で
あ
る
。
だ
が
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
敷
地
・
施
設
の
取
得
な
ど
一
定
の
資
金
力
を
要
す
る
の
で
中
堅
企
業
が
多
く
大
資
本
の
参
入
も
あ
る
。
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
近
年
で
は
大
企
業
で
な
い
と
扱
え
な
い
分
野
も
増
え
て
お
り
、
こ
の
分
野
の
中
小
企
業
は
地
域
市
場
と
専
門
性
を
基
盤
と
し
て
、
あ
る
い
は
業
界
内
大
手
の
下
請
と
し
て
存
立
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
国
公
営
、
民
間
非
営
利
団
体
、
大
企
業
、
中
小
企
業
が
並
存
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
〈
表
4
〉。
サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者
の
う
ち
国
公
営
の
割
合
は
一
九
七
二
年
二
五
・
四
％
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
二
・
二
％
へ
低
下
し
、
民
間
企
業
が
五
四
・
八
％
か
ら
五
九
・
九
％
へ
上
昇
し
て
い
る
。
民
間
非
営
利
団
体
が
一
九
・
八
％
か
ら
二
七
・
九
％
へ
上
昇
し
た
の
は
国
公
立
機
関
の
独
法
化
を
含
ん
で
い
る
。
民
間
企
業
従
業
者
の
う
ち
大
企
業
（
五
〇
人
以
上
）
は
四
・
八
倍
に
増
加
し
、
ウ
ェ
イ
ト
は
二
三
％
か
ら
四
〇
％
へ
上
昇
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
中
小
企
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
が
大
企
業
の
シ
ェ
ア
上
昇
も
著
し
い
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
が
中
小
企
業
に
適
し
た
分
野
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
成
長
分
野
で
は
大
企
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
大
企
業
の
ウ
ェ
イ
ト
上
昇
は
異
業
種
大
資
本
の
参
入
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
だ
が
中
小
企
業
（
四
九
人
以
下
）
も
三
二
九
万
人
か
ら
七
一
一
万
人
へ
二
倍
以
上
に
増
加
し
、
そ
の
う
ち
個
人
企
業
は
一
九
七
二
年
二
一
八
万
人
か
ら
八
六
年
二
九
六
万
人
ま
で
増
加
し
、
九
〇
年
代
以
降
は
減
少
し
た
が
二
〇
〇
六
年
も
二
四
九
万
人
で
あ
る
〈「
事
業
所
統
計
」〉。
「
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
」
に
よ
っ
て
規
模
別
売
上
高
シ
ェ
ア
を
基
準
に
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
「
大
企
業
型
」、「
大
企
業
・
中
小
企
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業
並
存
型
」、「
中
堅
企
業
型
」、「
小
企
業
型
」
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
〈
表
5
〉。第
一
は
、
大
き
な
資
金
・
設
備
を
必
要
と
し
中
小
企
業
の
参
入
は
困
難
な
分
野
、
第
二
は
、
大
企
業
が
中
心
で
は
あ
る
が
業
界
内
の
分
業
構
造
や
下
請
構
造
に
よ
っ
て
中
小
企
業
の
存
立
も
可
能
な
分
野
、
第
三
は
、
市
場
が
地
域
内
へ
限
定
さ
れ
大
企
業
の
参
入
は
多
く
な
い
が
一
定
の
資
金
・
施
設
を
要
す
る
た
め
小
〈表4〉サービス業・経営組織別従業者数（万人）
（ ）は構成比％
1972年 2006年 伸び（倍）
総 数 778（100．0） 1968（100．0） 2．53
国 公 営 198（25．4） 240（12．2） 1．21
民間非営利団体 154（19．8） 550（27．9） 3．57
民間企業小計 426（54．8） 1178（59．9） 2．77
民間企業



個人企業
会 社
218（28．0） 249（12．7） 1．14
208（26．7） 928（47．2） 4．46
民間企業



大 企 業（50人以上）
中小企業（49人以下）
97（22．8） 467（39．6） 4．81
329（77．2） 711（60．4） 2．16
「事業所統計」より作成
〈表5〉サービス業の規模別類型化
生活関連 余暇関連 企業関連
大企業型 公園・遊園地 放送、情報サービス、事務
用機器賃貸、労働者派遣
大企業・中小
企業並存型
映画制作配給、旅館 機械設計業、広告、各種物
品賃貸、警備業、建物サー
ビス
中堅企業型 冠婚葬祭、特殊浴場 ゴルフ場、興行団、遊戯場、
ゴルフ練習場、ボウリング
場、映画館、教養技能教授、
旅行業、競輪競馬等、その
他の物品賃貸、その他の娯
楽、自動車賃貸
産業用機器賃貸、廃棄物処
理、機械修理、土木建築サー
ビス、リネンサプライ、商
品検査、計量証明、その他
の専門サービス
中堅企業・小
企業並存型
クリーニング、その他
の洗濯理美容浴場業
学習塾、テニス場 民営職業紹介、デザイン、
速記入力複写、特許事務所
小企業型 公衆浴場、理容、美容、
司法書士、写真業
スポーツ娯楽用品賃貸、獣
医
法律事務所、会計士・税理
士事務所、自動車整備
（注） 大企業型……従業者100人以上事業所の売上高シェア6割以上。
大企業・中小企業並存型……100人以上事業所の売上高シェア4割以上6割未満。
中堅企業型……100人以上事業所の売上高シェア4割未満。9人以下事業所の売上高シェア3割未満。
中堅企業・小企業並存型……100人以上事業所の売上高シェア4割未満、9人以下事業所の売上高
シェア3割以上5割未満。
小企業型……9人以下事業所の売上高シェア5割以上。
（出所）2004年『サービス業基本調査』により作成。
サービス経済化がもたらしたもの
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企
業
の
参
入
は
困
難
で
あ
る
。
第
四
は
、
資
格
取
得
・
専
門
的
知
識
技
術
に
よ
っ
て
小
経
営
で
も
開
業
可
能
な
分
野
。
そ
し
て
こ
れ
ら
以
外
に
、
地
域
市
場
が
基
盤
で
大
企
業
参
入
少
な
く
し
か
も
小
企
業
で
も
参
入
可
能
な
「
中
堅
企
業
・
小
企
業
並
存
型
」
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
「
中
堅
企
業
・
小
企
業
並
存
型
」
の
業
種
が
最
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
中
堅
企
業
（
十
人
以
上
）
型
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
規
模
別
類
型
化
は
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』（
一
九
九
三
年
）
二
章
、
飯
盛
『
経
済
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
〇
一
年
）
六
章
、
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
〇
四
年
）
三
章
で
み
て
き
た
。
余
暇
関
連
の
う
ち
個
人
教
授
所
、
そ
の
他
物
品
賃
貸
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
他
）、
そ
の
他
娯
楽
（
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
他
）、
自
動
車
賃
貸
、
企
業
関
連
の
う
ち
機
械
修
理
、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
他
専
門
サ
ー
ビ
ス
は
中
堅
企
業
・
小
企
業
並
存
型
か
ら
中
堅
企
業
型
へ
上
昇
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
小
企
業
の
参
入
は
困
難
な
業
種
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
市
場
拡
大
の
な
か
従
来
の
大
企
業
・
中
小
企
業
並
存
型
か
ら
大
企
業
型
へ
と
転
換
し
て
い
る
の
に
対
し
、
市
場
が
縮
小
し
た
競
輪
競
馬
等
は
大
企
業
型
か
ら
中
堅
企
業
型
へ
、
ゴ
ル
フ
場
は
大
企
業
・
中
小
企
業
並
存
型
か
ら
中
堅
企
業
型
へ
と
転
換
し
て
い
る
。
（
2
）
異
業
種
大
資
本
の
参
入
わ
が
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
も
と
も
と
放
送
業
と
広
告
業
を
例
外
と
し
て
中
小
零
細
業
者
固
有
の
分
野
で
あ
り
、
現
在
で
も
中
小
企
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
の
で
あ
る
が
、
大
企
業
の
シ
ェ
ア
上
昇
も
著
し
い
。
成
長
分
野
の
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
企
業
は
異
業
種
大
資
本
の
別
会
社
が
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
発
展
は
大
資
本
の
参
入
と
し
て
す
す
ん
だ
。
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
へ
の
参
入
は
製
造
業
と
金
融
保
険
業
か
ら
が
多
く
、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
敷
地
・
施
設
を
要
す
る
た
め
不
動
産
・
運
輸
業
、
建
設
業
か
ら
の
参
入
が
多
い
。「
事
業
所
統
計
」
の
親
会
社
と
子
会
社
の
名
寄
せ
集
計
で
こ
れ
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
電
算
メ
ー
カ
ー
、
銀
行
、
商
社
の
子
会
社
、
リ
ー
ス
業
は
銀
行
、
商
社
の
子
会
社
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
警
備
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業
は
銀
行
、
私
鉄
、
貸
ビ
ル
業
の
子
会
社
、
ロ
ー
カ
ル
広
告
は
地
方
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
の
子
会
社
が
多
い
。
ホ
テ
ル
業
は
運
輸
業
、
建
設
業
か
ら
、
旅
行
業
は
運
輸
業
か
ら
の
参
入
が
多
い
（
飯
盛
『
平
成
不
況
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』
一
九
九
五
年
、
四
章
）。
井
原
哲
夫
『
ポ
ス
ト
大
企
業
体
制
』（
一
九
九
〇
年
・
講
談
社
）
は
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
外
部
化
に
よ
る
大
企
業
の
分
解
を
説
い
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
化
は
大
企
業
の
子
会
社
設
立
を
と
お
し
て
そ
の
支
配
が
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ
ま
で
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
異
業
種
大
資
本
の
別
会
社
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
業
界
で
の
中
小
業
者
の
存
立
基
盤
は
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ル
メ
ン
、
広
告
で
は
業
界
内
下
請
業
務
と
地
域
市
場
で
あ
る
が
、
警
備
、
宿
泊
業
で
は
大
手
と
の
機
能
分
担
の
存
在
が
中
小
業
者
の
存
立
を
可
能
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
的
警
備
、
交
通
整
理
、
観
光
旅
館
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
中
小
業
者
の
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
（
3
）
サ
ー
ビ
ス
業
の
小
零
細
企
業
米
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
自
営
サ
ー
ビ
ス
業
の
急
増
が
み
ら
れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
自
営
業
者
（
自
営
業
主
プ
ラ
ス
家
族
従
業
者
）
は
、
一
九
八
〇
年
二
八
〇
万
人
か
ら
九
八
年
四
三
二
万
人
へ
ま
で
急
増
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
セ
ン
サ
ス
」「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
に
も
と
づ
く
分
析
を
『
経
済
再
生
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
〇
一
年
）
七
章
、『
サ
ー
ビ
ス
産
業
』
（
二
〇
〇
四
年
）
九
章
で
試
み
た
。
米
国
で
の
一
九
八
〇
年
代
以
降
主
要
産
業
で
の
専
門
職
・
中
間
管
理
職
の
大
量
削
減
の
結
果
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
自
営
業
の
急
増
が
生
じ
た
こ
と
は
、
Ｊ
・
リ
フ
キ
ン
『
大
失
業
時
代
』（
松
浦
訳
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
九
六
年
）
が
描
い
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
で
の
自
営
業
の
急
増
は
収
入
減
を
補
う
副
業
経
営
を
も
多
く
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｊ
・
シ
ョ
ア
ー
『
働
き
す
ぎ
の
ア
メ
リ
カ
人
』（
森
岡
孝
二
訳
、
窓
社
、
一
九
九
三
年
）
が
指
摘
し
た
「
多
就
業
化
」
を
も
反
映
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
英
国
で
も
雇
用
情
勢
悪
化
の
結
果
と
し
て
自
営
業
者
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
桜
井
幸
男
『
現
代
イ
ギ
リ
ス
経
済
と
労
働
市
場
の
変
容
』（
二
〇
〇
二
年
・
青
木
書
店
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
わ
が
国
で
は
一
九
六
〇
年
代
・
七
〇
年
代
に
、
都
市
型
自
営
業
層
（
製
造
業
、
商
業
）
は
輸
出
産
業
の
下
請
動
員
と
大
量
消
費
の
販
サービス経済化がもたらしたもの
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売
網
と
し
て
増
加
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
は
縮
小
に
転
じ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
専
門
サ
ー
ビ
ス
（
税
理
士
、
会
計
士
、
司
法
書
士
、
学
習
塾
な
ど
）
の
分
野
で
自
営
業
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
こ
れ
も
横
ば
い
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
飯
盛
『
平
成
不
況
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
一
九
九
五
年
）
五
章
で
述
べ
た
。
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
業
自
営
業
者
は
一
九
八
〇
年
二
一
三
万
人
か
ら
九
〇
年
二
五
二
万
人
へ
増
加
し
た
の
ち
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
四
〇
万
人
、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
一
六
万
人
へ
減
少
し
た
（「
国
勢
調
査
」）。
前
項
で
み
た
サ
ー
ビ
ス
業
個
人
企
業
従
業
者
数
は
「
事
業
所
統
計
」
に
よ
る
も
の
で
、
副
業
を
も
含
む
た
め
こ
れ
よ
り
い
く
ぶ
ん
多
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
自
営
業
者
の
う
ち
で
「
雇
人
の
な
い
業
主
」
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
増
加
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
そ
の
他
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
」（
産
業
用
設
備
洗
浄
、
各
種
請
負
他
）、「
そ
の
他
の
専
門
サ
ー
ビ
ス
」（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
他
）
で
、
雇
人
な
き
業
主
す
な
わ
ち
自
分
一
人
で
仕
事
を
し
て
い
る
自
営
業
者
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
雇
用
者
の
個
人
請
負
契
約
化
と
い
う
不
安
定
雇
用
の
新
た
な
形
態
、
雇
用
者
の
名
目
的
自
営
業
者
化
と
み
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
発
展
は
異
業
種
大
資
本
の
子
会
社
設
立
に
よ
る
参
入
と
し
て
進
み
、
小
零
細
自
営
業
は
不
安
定
雇
用
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
産
業
拡
大
が
大
企
業
支
配
体
制
を
抑
制
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
大
企
業
支
配
体
制
を
抑
制
で
き
る
の
は
、
バ
ー
リ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
『
ポ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス
社
会
』（
一
九
八
四
年
）
が
説
く
よ
う
に
、
コ
ン
ビ
ビ
ア
ル
（
非
営
利
）
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
拡
充
で
あ
る
。
第
三
節
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
景
気
下
支
え
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
に
よ
る
景
気
安
定
化
の
主
張
Ｖ
・
Ｒ
・
フ
ュ
ツ
ク
ス
『
サ
ー
ビ
ス
の
経
済
学
』（
一
九
六
八
年
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
在
庫
が
存
在
し
な
い
た
め
在
庫
の
増
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減
に
よ
る
産
出
高
の
振
幅
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
工
業
部
門
よ
り
も
景
気
循
環
に
対
し
て
安
定
的
で
あ
る
、
と
説
い
た
。
好
況
期
に
は
在
庫
の
積
み
ま
し
が
需
要
を
上
回
る
生
産
を
も
た
ら
す
が
、
不
況
期
に
は
在
庫
べ
ら
し
の
た
め
需
要
を
下
回
る
生
産
と
な
る
。
こ
れ
は
三
〜
四
年
周
期
の
在
庫
投
資
循
環
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
こ
の
循
環
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
の
進
展
が
景
気
安
定
化
に
貢
献
し
た
こ
と
の
根
拠
は
む
し
ろ
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
り
わ
け
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
が
新
興
産
業
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
好
況
期
・
不
況
期
に
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
成
長
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
在
庫
投
資
の
縮
小
は
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
と
と
も
に
、
在
庫
管
理
技
術
の
革
新
に
よ
っ
て
も
生
じ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
が
景
気
変
動
に
対
す
る
安
定
化
作
用
を
は
た
す
と
い
う
主
張
は
わ
が
国
で
は
す
で
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
公
共
投
資
抑
制
を
正
当
化
す
る
理
論
と
し
て
登
場
し
た
「
ソ
フ
ト
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
に
含
ま
れ
て
い
た
（
一
九
八
三
年
版
『
経
済
白
書
』）。
今
井
賢
一
『
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
』（
一
九
八
四
年
・
岩
波
書
店
）
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
進
展
し
た
高
度
情
報
化
に
よ
っ
て
供
給
の
需
要
へ
の
適
合
化
（
多
品
種
少
量
生
産
方
式
）
と
産
業
部
門
相
互
の
参
入
（
融
業
化
、
業
際
化
）
が
す
す
み
、
景
気
循
環
と
大
企
業
支
配
体
制
は
止
揚
さ
れ
る
と
説
い
た
。
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
末
に
登
場
し
た
脱
工
業
社
会
論
が
説
い
た
幻
想
を
、
高
度
情
報
化
を
背
景
に
再
び
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
高
度
情
報
化
が
景
気
循
環
を
や
わ
ら
げ
る
と
の
主
張
は
一
九
八
九
年
版
『
経
済
白
書
』
に
も
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
生
産
能
力
の
増
加
に
結
び
つ
か
な
い
情
報
化
投
資
の
増
加
に
よ
っ
て
、
設
備
投
資
増
加
↓
供
給
力
過
剰
↓
過
剰
設
備
↓
設
備
投
資
減
少
と
い
う
設
備
投
資
循
環
の
安
定
化
を
も
た
ら
す
、
と
説
い
た
。
だ
が
現
実
に
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
長
期
不
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
情
報
化
投
資
に
よ
る
多
品
種
化
が
膨
大
な
過
剰
設
備
を
つ
く
り
だ
し
長
期
不
況
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
は
、
山
口
義
行
・
小
西
一
雄
『
ポ
ス
ト
不
況
の
日
本
経
済
』（
一
九
九
四
年
・
講
談
社
）
で
指
摘
さ
れ
た
。
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
論
・
高
度
情
報
社
会
論
へ
の
批
判
を
私
は
、『
平
成
不
況
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
一
九
九
五
年
・
青
木
書
店
）
第
六
章
で
示
し
て
い
る
。
サービス経済化がもたらしたもの
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（
2
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
る
景
気
下
支
え
は
終
わ
っ
て
い
る
第
三
次
産
業
活
動
指
数
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
伸
び
を
み
る
と
、
一
九
七
〇
―
九
〇
年
の
二
〇
年
間
に
三
次
産
業
計
で
二
・
五
六
倍
、
サ
ー
ビ
ス
業
小
計
で
二
・
一
七
倍
で
あ
り
、
鉱
工
業
生
産
の
二
・
二
二
倍
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
五
・
八
八
倍
と
大
き
な
伸
び
を
た
ど
っ
た
。
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
一
九
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
に
は
ま
だ
新
興
業
種
で
あ
っ
た
た
め
急
成
長
を
た
ど
り
、
鉱
工
業
生
産
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
七
四
・
七
五
年
、
八
二
年
、
八
六
年
で
も
増
加
を
続
け
景
気
下
支
え
の
役
割
を
担
っ
た
。
だ
が
九
〇
年
代
以
降
に
は
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
成
熟
産
業
と
な
り
、
一
九
九
〇
―
二
〇
一
〇
年
の
二
〇
年
間
の
伸
び
は
一
・
三
八
倍
に
と
ど
ま
り
、
景
気
変
動
に
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
〈
表
6
〉。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
た
ち
い
っ
た
分
析
は
、
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』（
一
九
九
三
年
・
同
文
館
）
四
章
で
試
み
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
鉱
工
業
生
産
が
低
下
し
た
一
九
九
二
・
九
三
年
、
九
八
年
、
二
〇
〇
一
・
〇
二
年
に
は
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
も
低
下
し
た
。
さ
ら
に
、
世
界
同
時
不
況
の
な
か
鉱
工
業
生
産
は
二
〇
〇
八
、
〇
九
年
の
低
下
か
ら
一
〇
年
に
は
上
昇
に
転
じ
た
が
、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
〇
八
・
〇
九
・
一
〇
年
の
三
年
間
に
わ
た
っ
て
下
降
を
続
け
た
〈
表
7
〉。
と
り
わ
け
、
主
要
業
種
で
あ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
リ
ー
ス
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
〈表6〉各産業指数の伸び率
1990年＝100
1970年 1970－90年伸び 1990年 2010年
鉱 工 業 生 産 指 数 45 ×2．22 100 96
第三次産業活動指数 39 ×2．56 100 119
サ ー ビ ス 業 46 ×2．17 100 121
対事業所サービス 17 ×5．88 100 138
〈表7〉各産業指数の推移
1990年＝100
鉱
工
業
生
産
指
数
第
三
次
産
業
活
動
指
数
サ
ー
ビ
ス
業
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
2000年 100 115 114 122
05年 101 120 128 144
06 106 122 130 148
07 109 123 132 152
08 106 122 128 149
09 82 116 123 141
10 96 117 121 138
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〇
九
年
か
ら
調
査
が
始
ま
っ
た
総
務
省
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
向
調
査
」（
毎
月
）
で
も
み
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
新
興
業
種
を
多
く
含
む
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
が
ま
だ
急
成
長
を
た
ど
っ
て
い
た
一
九
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
に
は
、
景
気
下
支
え
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
は
そ
れ
は
成
熟
産
業
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
現
在
で
は
景
気
下
支
え
の
役
割
は
担
っ
て
い
な
い
。
景
気
下
支
え
に
貢
献
し
て
い
る
の
は
順
調
な
成
長
を
た
ど
っ
て
い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
あ
る
。
な
お
こ
の
件
で
の
一
九
九
〇
年
代
の
た
ち
入
っ
た
分
析
は
飯
盛
『
サ
ー
ビ
ス
産
業
』（
二
〇
〇
四
年
・
新
日
本
出
版
社
）
三
章
で
示
し
た
。
第
四
節
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
と
地
域
構
造
（
1
）
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
立
地
特
性
大
内
秀
明
『
ソ
フ
ト
ノ
ミ
ッ
ク
ス
』（
一
九
九
〇
年
）
は
マ
ル
ク
ス
の
資
本
循
環
論
を
も
と
に
、
工
業
化
時
代
に
お
け
る
生
産
優
位
の
地
域
空
間
利
用
が
、
サ
ー
ビ
ス
化
時
代
に
は
消
費
・
生
活
立
地
型
に
転
換
す
る
と
説
い
た
。
産
業
資
本
の
循
環（Ｇ
―Ｗ
…Ｐ
…Ｗ
’
―Ｇ
’
）
で
は
生
産
、
流
通
、
消
費
が
分
離
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
資
本
の
循
環
（Ｇ
―Ｗ
…Ｐ
―Ｇ
’
）
で
は
生
産
‖
流
通
‖
消
費
が
一
体
化
し
て
い
る
と
説
く
。
サ
ー
ビ
ス
の
特
質
は
生
産
と
消
費
の
時
間
的
・
場
所
的
一
致
に
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
消
費
地
立
地
型
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
は
家
計
だ
け
で
な
く
企
業
に
よ
っ
て
も
消
費
さ
れ
る
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
人
口
に
比
例
し
た
分
散
立
地
と
な
る
が
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
は
大
都
市
集
中
さ
ら
に
中
央
集
中
と
な
る
。
そ
し
て
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
大
都
市
と
観
光
地
に
立
地
す
る
。
工
業
化
社
会
に
進
ん
だ
大
都
市
集
中
、
中
央
集
中
が
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
に
よ
っ
て
是
正
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
成
長
す
る
な
か
で
む
し
ろ
地
域
間
不
均
衡
は
強
ま
っ
て
い
る
。
山
岸
正
『
最
新
サ
ー
ビ
ス
産
業
事
情
』（
一
九
八
五
年
・
日
本
能
率
協
会
）
は
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
は
工
業
化
社
会
以
上
に
富
の
大
都
市
集
中
・
中
央
集
中
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
大
内
秀
明
氏
の
こ
の
著
作
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
サービス経済化がもたらしたもの
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『
サ
ー
ビ
ス
産
業
論
の
課
題
』（
一
九
九
三
年
）
六
章
で
詳
し
く
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
「
事
業
所
統
計
」
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
従
業
者
数
の
地
域
別
分
布
を
中
分
類
段
階
で
み
て
み
よ
う
。
二
次
、
三
次
産
業
計
従
業
者
数
に
占
め
る
一
六
大
都
市
の
割
合
は
三
二
％
、
大
都
市
以
外
地
域
の
割
合
は
六
八
％
、
首
都
圏
の
割
合
は
二
九
％
で
あ
る
。
大
都
市
従
業
者
が
四
割
を
こ
え
る
業
種
を
大
都
市
型
、
首
都
圏
従
業
者
が
四
割
を
こ
え
る
業
種
を
中
央
集
中
型
と
す
る
。
ま
た
、
大
都
市
以
外
地
域
が
四
分
の
三
を
こ
え
る
業
種
を
地
方
型
と
す
る
〈
表
8
〉。
そ
う
す
る
と
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
映
像
制
作
・
新
聞
・
出
版
、
広
告
の
三
つ
は
中
央
集
中
型
で
か
つ
大
都
市
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
中
央
だ
け
で
な
く
、
他
の
大
都
市
に
も
多
く
立
地
し
て
い
る
。
次
に
放
送
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
、
機
械
修
理
、
物
品
賃
貸
、
そ
の
他
事
業
サ
ー
ビ
ス
（
ビ
ル
メ
ン
、
警
備
、
派
遣
他
）、
政
治
経
済
文
化
団
体
は
大
都
市
型
で
あ
る
。
な
お
学
術
研
究
機
関
は
中
央
集
中
型
で
あ
る
。
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
中
枢
機
能
を
担
う
も
の
は
中
央
集
中
型
、
現
場
機
能
を
担
う
も
の
は
大
都
市
型
で
中
央
へ
の
集
中
度
は
高
く
な
い
。
大
都
市
以
外
地
域
の
割
合
が
七
五
％
を
こ
え
る
地
方
型
業
種
は
、
宿
泊
、
協
同
組
合
、
廃
棄
物
処
理
、
自
動
車
整
備
、
宗
教
で
あ
る
。
自
動
〈表8〉サービス業従業者数地域別構成比（％）
首都圏…東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県
16大都市 首都圏
2次・3次産業計 32．3 28．5
情報サービス 76．3 62．3
映画制作、新聞、出版 78．5 63．8
広告 72．7 52．7
放送 55．1 35．2
専門サービス 50．6 38．1
機械修理 42．6 36．3
物品賃貸 39．7 30．3
その他事業サービス 48．8 35．2
政治経済文化団体 45．9 33．3
学術研究機関 29．0 42．0
2006年「事業所統計」より作成
大都市以外
2次・3次産業計 67．7
医療福祉 74．6
学校教育 71．9
学習支援 68．0
洗濯理容浴場 71．7
その他の生活関連 62．6
娯楽業 73．0
宿泊業 76．7
協同組合 90．1
廃棄物処理 77．3
自動車整備 80．0
宗教 76．7
佐賀大学経済論集 第45巻第4号
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車
保
有
台
数
は
農
村
部
で
多
い
た
め
自
動
車
整
備
業
は
地
方
型
業
種
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
業
種
は
分
散
型
で
あ
り
、
教
育
、
医
療
福
祉
や
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
が
中
心
で
あ
る
。
（
2
）
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
中
央
集
中
高
度
成
長
期
に
は
製
造
業
を
含
む
主
要
産
業
の
首
都
圏
へ
の
集
中
が
す
す
み
、
一
九
七
〇
年
代
・
八
〇
年
代
に
は
金
融
保
険
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
の
首
都
圏
集
中
、
製
造
業
の
首
都
圏
外
縁
部
へ
の
移
転
が
す
す
ん
だ
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
首
都
圏
集
中
が
す
す
ん
だ
。
製
造
業
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
首
都
圏
外
縁
部
へ
と
分
散
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
金
融
保
険
業
従
業
者
に
占
め
る
首
都
圏
の
比
率
は
一
九
八
一
年
三
一
・
七
％
か
ら
九
一
年
三
五
・
四
％
、
二
〇
〇
六
年
は
三
五
・
八
％
と
高
ま
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
で
の
首
都
圏
比
率
は
一
九
八
一
年
二
六
・
五
％
か
ら
九
一
年
二
九
・
一
％
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
は
三
〇
・
八
％
へ
と
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
で
の
首
都
圏
比
率
は
一
九
八
一
年
三
三
・
二
％
、
九
一
年
三
六
・
九
％
か
ら
二
〇
〇
六
年
四
一
・
五
％
へ
上
昇
し
た
〈
表
9
〉。
首
都
圏
で
の
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
は
一
九
九
一
年
一
六
七
万
人
か
ら
二
〇
〇
六
年
二
六
五
万
人
へ
一
・
六
倍
、
一
〇
〇
万
人
の
急
増
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
最
大
の
増
〈表9〉首都圏従業者数の推移（万人）
（ ）は首都圏従業者数比率％
1981年 1991年 2006年
全 国 5124 5976 5839
2次・3次産業計 首都圏 1345 1653 1663
（26．2）（27．2）（28．5）
全 国 1290 1410 992
製 造 業 首都圏 334 349 220
（25．9）（24．8）（22．2）
全 国 171 208 143
金融保険業 首都圏 54 74 51
（31．7）（35．4）（35．8）
全 国 1056 1461 1968
サービス業 首都圏 280 425 606
（26．5）（29．1）（30．8）
全 国 292 452 638
対企業サービス 首都圏 97 167 265
（33．2）（36．9）（41．5）
各年「事業所統計」より作成。
2006年・サービス業は旧分類へ組み替え。
・対企業サービス……放送、情報サービス、映画制作・新聞・
出版、協同組合、リース、協同組合、専
門サービス、自動車整備、機械修理、そ
の他の事業サービス、広告
サービス経済化がもたらしたもの
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加
は
「
そ
の
他
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
」（
派
遣
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
警
備
業
他
）
で
四
六
万
人
か
ら
九
八
万
人
へ
二
倍
以
上
、
五
〇
万
人
増
と
急
増
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
長
期
不
況
の
な
か
で
も
、
中
央
集
中
の
流
れ
は
一
貫
し
て
続
い
た
。
全
国
の
人
口
に
対
す
る
首
都
圏
比
率
は
一
九
九
一
年
二
五
・
七
％
か
ら
二
〇
〇
六
年
二
七
・
〇
％
、
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
は
二
七
・
八
％
へ
上
昇
し
た
。
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
で
も
戦
略
的
業
種
で
あ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
広
告
業
の
立
地
は
中
枢
管
理
機
能
の
集
積
に
規
定
さ
れ
る
の
で
中
央
集
中
が
著
し
い
。
両
業
種
の
従
業
者
数
は
、
一
九
九
一
年
八
五
万
人
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
一
六
万
人
へ
増
加
し
た
が
、
そ
の
う
ち
首
都
圏
従
業
者
の
割
合
は
五
五
％
か
ら
六
一
％
へ
上
昇
し
た
（「
事
業
所
統
計
」
に
よ
る
）。
（
3
）
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
地
域
間
格
差
の
是
正
サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者
の
機
能
別
内
訳
を
首
都
圏
、
大
都
市
、
大
都
市
以
外
と
い
う
三
つ
の
地
域
区
分
で
み
て
み
よ
う
。
二
〇
〇
六
年
「
事
業
所
統
計
」
の
従
業
者
数
を
も
と
に
検
討
す
る
。
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
の
割
合
は
首
都
圏
で
四
四
％
、
十
六
大
都
市
で
四
九
％
と
そ
れ
ぞ
れ
半
分
近
く
に
た
っ
す
る
。
こ
れ
に
対
し
大
都
市
以
外
の
地
域
で
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
が
五
三
％
を
占
め
、
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
は
二
三
％
に
と
ど
ま
る
。
首
都
圏
と
大
都
市
で
は
対
企
業
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
が
半
分
近
く
で
あ
り
、
大
都
市
以
外
で
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
半
分
を
こ
え
る
〈
表
10
〉。
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
は
現
状
で
は
む
し
ろ
経
済
活
動
と
人
口
の
中
央
集
中
を
強
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
地
域
間
格
差
の
是
正
の
た
め
に
は
、
人
口
に
比
例
し
て
分
散
立
地
す
る
〈表10〉地域別サービス業従業者数の機能別内訳（万人）
2006年「事業所統計」より作成
対個人サービス 対企業サービス 公共サービス サービス業計
全 国 428（21．7） 638（32．4） 901（45．8） 1968（100．0）
首 都 圏 119（19．6） 265（43．7） 222（36．7） 606（100．0）
16大 都 市 121（17．4） 344（49．4） 231（33．2） 696（100．0）
大都市以外 307（24．1） 294（23．1） 670（52．7） 1272（100．0）
・対個人サービス…宿泊、学習支援、洗濯理容美容浴場、その他生活関連サービス、娯楽業
・対企業サービス…放送、情報サービス、映画制作・新聞・出版、協同組合、専門サービス、自動車整備、
機械修理、リース、広告、その他の事業サービス
・公共サービス…医療・福祉、教育、研究、廃棄物処理、各種団体他
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公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
も
分
散
立
地
型
で
あ
る
が
す
で
に
国
民
生
活
の
需
要
を
み
た
し
て
お
り
、
い
ま
だ
不
足
し
て
い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
サービス経済化がもたらしたもの
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